
　　

 
 

 

　

　

　

　

　

　

九
州
地
区
門
信
徒
の
集

い
「
第
２４
回
仏
教
壮
年
熊

本
大
会
・
熊
本
教
区
仏
壮

連
盟
結
成
５０
周
年
大
会
」

が
１０
月
３０
日
、
熊
本
市
中

央
区
の
熊
本
城
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
沖
縄
県
宗
務

特
別
区
と
九
州
８
教
区
か

ら
会
員
１
０
４
８
人
が
参

加
し
た
。

　

開
会
式
は
、
陣
内
巧
実

行
委
員
長
（
＝
熊
本
教
区

仏
壮
連
盟
理
事
長
）
を
旗

手
に
大
会
旗
と
各
連
盟
旗

の
入
場
か
ら
始
ま
り
、
本

田
郁
雄
同
連
盟
理
事
を
調ち

ょ
う

声し
ょ
う

人
に
理
事
８
人
が
出
勤

し
て
参
加
者
と
一
緒
に
正

信
偈
を
お
つ
と
め
し
た
。

　

陣
内
実
行
委
員
長
が
挨

拶
し
「
本
来
な
ら
６
年
前

だ
っ
た
が
、
熊
本
地
震
や

豪
雨
災
害
に
遭
い
、
今
年

や
っ
と
の
思
い
で
開
催
で

き
た
。
仏
壮
と
し
て
被
災

地
で
は
、
後
片
付
け
や
救

援
物
資
の
運
搬
な
ど
を
助

け
合
い
な
が
ら
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
は
続
い
て

い
る
が
、
で
き
る
範
囲
内

で
の
活
動
を
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

熊
本
県
湯
前
町
・
明
導

寺
の
藤
岡
教
顕
住
職
が

「
み
教
え
に
出
遇あ

え
た
喜

び
を
行
動
へ
～
復
興
支
援

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も

の
」
と
題
し
記
念
法
話
、

大
阪
大
学
大
学
院
の
稲
場

圭
信
教
授
が
「
宗
教
と
利

他
主
義
～
災
害
時
に
も
、

と
も
に
生
き
る
」
と
題
し

記
念
講
演
し
た
。

　

藤
岡
住
職
は
「
熊
本
地

震
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
復
興
の
た
め
に
現
在

も
〝
頑
張
ろ
う
熊
本
〟〝
頑

張
ろ
う
人
吉
・
球く

磨ま

〟
の

フ
レ
ー
ズ
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
む
し
ろ
こ
の
言
葉

が
つ
ら
い
」
と
、
被
災
地

の
声
を
伝
え
た
。
そ
し
て

「
阿
弥
陀
さ
ま
は
頑
張
れ

で
は
な
く
、〝
大
丈
夫
、私

に
ま
か
せ
な
さ
い
〟
と
は

た
ら
き
続
け
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
過
去
の
出
来
事
は

変
わ
ら
な
い
が
、
見
方
が

転
じ
ら
れ
る
と
過
去
の
意

味
が
変
わ
り
ま
す
。
今
生

か
さ
れ
て
い
る
事
実
、
お

念
仏
申
す
事
実
を
喜
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
み
教
え

の
喜
び
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
荒
木
勝

也
前
理
事
長
が
「
震
災
、

豪
雨
、
コ
ロ
ナ
感
染
と
い

う
、
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
親
鸞
聖
人
の
教
え

が
、
仏
壮
の
活
動
が
ど
う

し
て
も
必
要
。
朋
友
の
輪

を
拡
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　

会
場
の
ホ
ー
ル
で
は
人

吉
球
磨
復
興
支
援
販
売
会

が
行
わ
れ
、
豪
雨
後
に
開

発
さ
れ
た
地
域
の
伝
統
食

品
な
ど
を
参
加
者
限
定
で

販
売
し
た
。
収
益
で
食
料

や
日
用
品
を
購
入
し
、
人

吉
市
と
球
磨
村
に
あ
る
仮

設
住
宅
の
被
災
者
に
配
布

す
る
予
定
。

結
成
５０
周
年
迎
え
た
熊
本
教
区
仏
壮

地
震
・
豪
雨
・
コ
ロ
ナ 

苦
難
を
越
え
て

九
州
地
区
仏
壮
大
会
を
開
催

　

　

　　

　　

　　

　　

　　　

　　

　　　

長
野
教
区
は
１０
月
２４
、

２５
日
、
災
害
復
旧
支
援
活

動
で
重
要
な
役
割
を
果
た

す
小
型
重
機
の
資
格
取
得

の
た
め
、教
区
内
の
僧
侶
、

門
信
徒
８
人
が
長
野
市
の

中
部
労
働
技
能
教
習
場
で

　
講
習
を
受
け
、
免
許
を
取

得
し
た
（
写
真
）
。

　

参
加
し
た
同
市
・
専
福

寺
門
徒
の
藤
原
泰
之
さ
ん

は
「
災
害
被
災
地
で
、
自

分
で
も
役
に
立
て
る
技
能

を
取
得
し
た
い
と
思
い
参

加
し
た
。
こ
う
し
た
講
習

を
受
け
る
機
会
が
増
え
た

ら
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が

支
援
に
参
加
で
き
る
と
思

う
。
い
い
機
会
を
い
た
だ

い
た
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
災

害
支
援
の
一
助
で
あ
る
と

と
も
に
、「
小
型
重
機
」

を
き
っ
か
け
に
し
た
人
材

育
成
と
ご
縁
づ
く
り
の
一

　

　　　

長
野
教
区
の
僧
侶
・
門
信
徒
８
人

災
害
復
旧
支
援
活
動
に
備
え
る

小
型
重
機
運
転
の
資
格
を
取
得

　　　

環
と
し
て
、
ビ
ハ
ー
ラ
長

野
、
同
教
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
と
し
て
企
画

し
た
。
１２
月
１９
、
２０
日
に

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。


